
スギの暗色校枯病に関する研究

林 享 夫(1)

まえがき

昭和29年 (1954イ[ー)の夏，市者l土宮崎分場温水技官からの報告によって，九州各地のスギ造林地に，いわ

Aゆる胴枯れあるい v;!:校 ~:rlíれ症状をおこす病害が発生して，かなりの被害をもたらしていることを知ったが，

そのご宮崎，鹿児島および熊本県下の各被害地から標本と報告がとどき，そのあらましを知ることができ

た。それらの報公を総合すると， 1"被害は 3 月ごろから発生し，幹あるいは枝の緑色部が枯れる J 幼令林

から壮令林にいたるまで発生するが，とくに幼令造林地におおく，被害もまたひどく，枯れたり枯れかか

っている状態のものがおおいJ とのことであった。しかし，各地から送られてきたおおくの標本について

くわしく調べてみると，被害はかならずしも緑色の幹校にかぎられず，褐色木化した幹にもみられ， Guig・

nardia, Macroþ !zoma , Diaþorthe および Phomopsis の 4 型の菌がこれに関与しているように考えられ，

さらに Guignardia と MacroPhoma 両菌のあいだ，および Diaport he*l と Phomoþsis判雨閣のあい

だには，それぞれ同根関係があるように芳えられた。さらに最近温水g) r;!: ，さし木苗畑にもこの病害が発生

して大きな被害をあたえてし、ることを報じ，その原因 l土，壮令造林地では被害がそれほどめだたないので，

病主主をもっ枚を気がつヵ、ずにさし穏としているためであることをのべている。

いままでスギに寄生することの知られている Guignardia 菌には，沢田13)が記載したスギの暗色校枯病

商 Guignardia cryptomeriae SAWADA があり， また MacroPhoma 菌には MacroPhoma Sugi 

HARA3)5)13)があるが，それらの同根関係についてふれているものはない。

筆者は今回九州からえた Guignardia 菌と Macroβhoma 菌が，それぞれ G. cryρtomeriae および M

Sugi とおなじ閣であることを確かめ， 2 , 3 の培養実験と接種試験をおこなって本病菌の病原性をあき

らかにするとともに，この 2 つの菌が同根関係にあることをあきらかにした持。さらに接税試験の結果と発

生地からの環境報告などから，本病の発生誘因と考えられる 2 ， 3 の因子について，できうるものは実験

をおこないつつ論議をくわえた。

この研究をおこなうあいだ，つねにかわらずはげましみちびいていただいた今関六也保護部長，永井行

夫格j病科長および野原勇太研究室長にあっくお礼をもうしのべるとともに，かずかずの標本と観察報告を

よせられた宮崎分場温水竹則技官，木曽分場伊藤武夫技官(当時宮崎県技師) ，および原図をつくっていた

だいた中川道夫技官の方々にもまたあつくお礼をもうしあげる。またこの報告のなかの夙についての実験

は防災部風雪研究室の樫山徳治技官をはじめ松岡広雄，笹沼たつ，高橋亀久松各校宮のおちからぞえをい

*1 キ2 Diaρorthe および Phomoρsis 両菌の関係については別に報告する予定なのでこの報告ではふ

れない。

*3 Guignardia cryρtomeriae と MacroPhoma Sugi の同根関係については日本林学会誌38: 16 

-19 , 1956に発表した。

(1) 保護部関病科樹病研究室貝
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ただいておこなったものであり，ここにしるしてこころからお礼をもうしのべる。

病徴および標徴

;杏カ&ら秋にかけて先生し，おもに ~~j 1f-生あるいは前年生の緑色の幹，校をおかすC はじめ緑色部に赤褐

色あるしJ土茶畑色の不規則なかたちの府斑を生じ，しだし、にと下，左打にひろがり， 1~斑が幹，校をひと

まわりすると，そこから上の部分は枯れて赤褐色となる。病斑があらわれてから村れるまでのj~lll:lはふつ

う 1 カ月ぐらいであるが，夏のiR度の 111) し、 IIJj~1にはさらに早く枯れる。さし木町では病斑がよ、つう地ぎわ

か土の ιj' の部分にあり，これがひろがって，釈をださないまま，あるし、はいくらか根をだしながら枯れる

ものがおおい。病斑が幹，校をひとまきすると，まもなく忠部にはxミ色沈状の小隆起をたくさん生じ，同

1I!jにあるいはすこしおくれて約締iの校生5にも漆J虫色のやや大きい円形の尽点を生ずる。これらの黒色沈状

の隆起あるいは尽点は，病l原京 i団酒の子

は柄了わi政交のみが生ずる (Plate 1ド: A , B町)" 1日時i時与として拘色化しTた己1幹4吟~， 校もおかされるが， この場合は， は

っきりした病王涯をつくらないので，樹皮をはいでみるか，子実体のできることによってしか健全部とみわけ

られない。沢 111 13 ) は Guignardia cryρtomeriae の記械のなかでその病微を「茎を侵し台木及び防風林

3 年生以上の水に寄生し，fí{'.J 5-10cm の íYílllJ色となり，子装訟を密生し枯死せしむ。又は小さき~~に脊生

し H白色とならず楽に前I!{i，は梢々隆起して ~l~ず。」とのベ寄生する部位，私J~f，および状態などよく一致する c

奔5 態

1. Guignardiα の形態

子のう没は表皮下に生じ， lJU杉なし、し i副主)巴， !，lこ色 II)3 jえの殺壁をもち，大きさ 160-31O x 200-340μ 三

子のうは長こん棒状なし、し紡すい )f:!.， 無色，大きさ 60-85x 13-20μ。側糸はないれ子のう胞 f はÁ\Ii色，

ヰ1ft包，紡すい)f:!.ないし打jjTJ形，大きさ 20-30x6-10μ(Fig， 1, Platel: C , D)" 

資料:スギ (Crvþtomeria j，αβ olli ca D. DON) 一一宮崎県四岳村， 3 年生， 7::(1ゴ生 ， 17W生， 24/\11'54 ; 

鹿児島県湯島村， 3 i日l~ ， 9/X'54; 熊本以五木村， 3 '1'.生， 8/X'54; '[i'，' lb{，j t' ， \'I'郷村，さし水Wî ， 9/\1II 55 ヒノ

キ (Chamaecゆaris obtusαSIEB. et Zucc.) 一一鹿児山県湯島村， 3 'I '.i l~ ， 13/VI'54; 愛知川ご振草村， 5 

1' 1三生， 23/VIl'56o 

沢H J13)の記裁によれば Guignardia crゆtomeriae の形態は「…・・子監伎は表皮下に生じ， 411色，球状
こ多少歪Jf:!.， 直径 108-220μ。子製は:長生L Tft棒状円柱状，大きさ 70-83x 15-19μ。子袈胞子は長杓円形，

無色，単胞，大ささ 18-20x7， 5-8μ」であり， ~f王将のえた Guignardia は， 子のう胞子がやや長いほ

かはこの記載とよく一致し，病徴の一致とあわせて ， Guignarpia cryρlomeriae SAWADA 菌と同定

されるものと考える。

2. Mαcorphoma の形態

約子殻tt表皮下に生じ，球形なし、し，fií]球形，票、色膜状の殺墜をもち，大きさ 190-390x 180-390μ2 分生

子梗は単条，通直，~色，長さ 4-11μ。柄胞子は無色，単l泡，紡すい形なし、し桁円形，大きさ 21-29x5.5

-9， 51んなお，柄子主主のほかに Spermogonium をつくり，またしばしば若し、柄子殻内に spermatia を

生ずる。 spermョtia は無色，短秤形 3.5-5.5x 1. 5μ(Fig. 2, Plate 2: A -D) 。

資料: Guignardia の資料におなじ。
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Fig. 1 Guignardia cryρiomeriae SAW ADA 

(完全1J:i f1;:) 

A: '::jーのうおよび子のろ胞子 (Asci and ascospores) 
13: 子のう胞子 (Ascospores) C: 子のう胞子の発
芽 (Germinating ascospores) (ーニ 10μ)

形態にきわめてよく一致するので，同一菌と同定される。

生理的性質

1. 病原菌の分離

Guignaradia の子のう設および Macroρhoma の柄子殻の切片から，それぞれ子のう胞子および柄胞

子の浮激液をつくり，ペトソ皿の 2;;ぢ素寒天平板培養になすりつけ，発芽後小白金耳7)めによりそれぞれ子

のう胞子と柄胞子の単胞子分離をおこなったが，これらはし、ずれもまったくおなじ特徴をしめしたc そし

て，この培誌は枯j病研究室に保存されている伊藤らがもちいた MacroPhoma Sugi の菌株引にも似てし、

た。分離はまえにのベた各付料からおこなったが，このなかの Guignardia 1 菌株， Macl.o�homa 1 l'ti 利と

をもちいて 2 ， 3 の生理的性質の比較実験をおこなった。なお実験にはつねにつぎにしめした菌株をも

ちいた。

G: Guignardia cryρtomeriae (宮崎県西岳村， 3 年生， 24/\]'54っ 9/\1H '54 分再往)

M:Mαcrophoma Sugi (宮崎県西岳村， 3 年生， 24ハ]'54 0 9ハ]1 '54 分離)

2. 培養基の種類と菌そうの発育および特徴

ジャガイモ寒天べ麦芽汁寒天汽斎藤氏醤油寒天時，スギ煎汁寒天叫， ワックスマシ氏培養基村山の

ネ1 蒸溜水1， OOOcc ， ジャガイモ 200g ， 砂糖却'g ， 寒天 25g
*2 蒸溜水1， OOOcc ， 麦芽粉 100g ， 寒天 25g
*3 蒸溜水 850cc ， タマネギ煎汁 100cc ， (蒸溜水 100cc ， タマネギ 100g) ， 醤油 50cc ， 砂糖

50g ， 寒天 25g
判 蒸溜水1， OOOcc ， スギ生葵 100g ， 砂糖 20g. 寒天 25g
*5 蒸溜水1， OOOcc. ブドワ糖 10g ， ベプトン 10g， KHPO.j 1 g , MgSO{ ・ HzO 0.5g， 寒天

25g 
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5 種類の培養基をもちいてペトリ.llil.法により，培養 5 日後の íi可 l正l の培持基の種類と j'iFとうの発育との関係

をみたっこの結果によると ， GUigl1.ardia , Mαcroρhoma 丙í'illともジャガイモ寒天と麦芽汁寒天で良好な

発育をしめし，スギ煎汁寒天とワックス -<Y氏培養基 tでは発育がおそく，発育量もまたおなじようであ

った (Fig. 3) 。また， 20日後における各種培養基上のrBlぐうの特徴をしらべたが，この両l査はおたがい

にきわめてよく似た性質をしめしたc つぎに各種培養 lE上の i荷菌の特徴をのべる。

a. i/ ャガイモ寒天: G 菌てうははじめ平坦だがやがて凹凸を生じ， 綿状で密えて~灰白色 (Pale

Olive Gray刊の気中菌総をもっ，ほふく9'1紙、:土総がかった青黒色 (Deep Neutral Gray) ハ M-Guig-

nardia におなじ。

b. 麦芽汁寒天 :Gー悶そうには織がおおく格養基に亀裂を生ずる。気中1語紙1主きわめて腎で誠たん状，

淡灰緑色 (Pale Olive Gray) 。ほふく菌総!土緑がかった宵足、色 (D白色p Neutral Gray) 0 M-Guignardia 

におなじっ

c. 斎藤氏醤油寒天: G-[省主うはほぼ平坦で気中 i副総司やや短かいが綿状を呈し灰白色 (Pale Olive 

Gray) 。ほふく菌紙、主波紋灰色 (Dusky Green Gray) 0 M -Gui gnalψa に l以るも，ほι く趨総はやや

濃い (Castor Gray) 。

d スギ煎汁寒天 :Gー菌そうはきわめて平坦で， 気中['ßi紙!土短かく誠たん状，灰白色 (Pale Oliv巴

Gray) 。ほふく菌総'主菌そうのふちで不規則な扇状にわかれ， 県有色 (Blakish Slate) 0 M-Gui gnαrdia 

におなじ。

e. ワァクスマン氏培養基 :G 閣そうはほぼ平坦，気'1'閣総は灰白色 (Pale OIive Gray) でやや

粗，ほふく菌総;主まわりで濃緑灰色 (Deep Olive Gray)o M-Guignardia におなじ。

なお両菌ともほぼ 1 カ月ののちに， スギ煎汁寒天をのぞく各培禿尾上に柄子殻 (Macroþhoma) をつ

くるが，子のう殻はそのごもっくられなかった。

Fig. 3 各額培養基上における菌そうの発育

Mycelial growth of the fungus on varions agar mediu111 

m: Guignardia からの菌株(Isolates from Guignm・ dia)

n: Macroρhoma からの菌株(Isolates from Macroþhomα) 

a: 斎藤氏醤油寒天 (SAITO'S soy agar) b :麦芽汁寒天 (Malt agar) c :ワッ

クスマン氏寒天 (WAKSMAN'S solution agar) d :スギ煎汁寒天 (Cryρtomeria 

decoction agar) e :ジャガイモ寒天 (Potato agar) 

キ 1 RIDGW AY , R. (1912): Color Standard and Nomenclature. 
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3. 菌そうの発育と温度との関係

ジャガイモ寒天供養基をもちい，ペトリ皿法によって Glligllardia および Macroρhoma の菌そうの発

育と温度の凶係をしらべた結果を Table 1 にしめす。

表からみられるように ， Guignardiα と Macroþhoma 菌;土まったくおなじ傾向をしめし，この実験期

rUI内では 8_90 C から 35心 C のあいだで発育し， 40 C 以下および 400 C では発育せず， その発育最適温

度は 25-280C であ円た

Table 1. 菌そうの発育と温度との関係

Effect of temperature upon the mycelial growth 

MI 

4 8-9 

(.むそつの i在 j壬 (mm)
Diameter of co1ony 

l昆 I乞 (G C) 
Temperature 

13 I 20 I 25 

40 I 68 

42 I 71 

28 30 35 40 

l\\i 株
Fun雪us
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1) 1: 18/1 -22/1'55 11: 6/rr-1l/rr'55 
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31 85*~ B 

rr1) 

m ! 64 I 白川町*I 31 

2) *:菌会うは 85mm 以上に発育

8 

a: ー l C C b: 4-C c: 8-90C d: 130C e: 200C 

f:25CC g:280C h:30oC i:350C j:40cC 

Fig.4 聞そうの発~f と温伐との|込l係

Effect of temperature upon the mycelial growth of the fungus 

4. 菌そうの発育と水素イオン濃度との関係

ジャガイモ寒天培養基をもちし、，殺Eおまえに塩酸あるいは苛性ソーダで所定のj農!交に規正し，ペトリ皿

法によって 250 C に 5 日間たもったのち， ì笥 Jとうの直径をはかつて pH 濃度の発育にたいする影響をし

らべた。その結果によると ， Gllignardia , M~acroþhoma とも pH 4.0(投ni後)において，やや菌そうの発

育がおくれたほかは，実験をおこなった pf{ 4.8 , 5.8 , 6.0 , 6.2 , 6.6 , 7.0 , 7.6 , 8.0 の各濃度にお

いては，ほとんどその発育に影響をうけない。

5. 胞子の発芽と温度との関係
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(a) GUigl1ardia (子のう胞子)の発芽と前H支の関係

九μL 心 s h. (CI. pCVt:t) 

Fig.5 子のう胞子の発31'試験の方法
Method for ascospore germination tests 

子のう設のみを形成している幹の樹皮を

子のう殻 3-4 jV，jがふくまれるように切り

とり. Fig. 5 にしめしたよう;L:.，あらかじめ

2%来栄天を流しこんであるペトリ皿の益

の哀に，私J皮表面をそとにしてワセリンで

貼りつけ. 24定 11 日川たってから培 i呉基聞に

落下した胞子の発芽率をしらべた。実験は

宮崎県商店付におし、て採取したHi斗 (6/f:í.'

54 および叫\'1'55) により 2 回おこなったが，その結果を Table 2 にしめすっ

Table 2 からみられるように . Guignardia の子のう胞子は 13-15οC から 35 0 C のあいだで落下し，落

下した胞子はすべて発芽したが，発芽ì:fの{中心てるはやさからみて.25-28"C が適温のように忠われるつまた，

落下した混[芝でも 13-15C C のiR度では落下する胞子の数がすくなし、傾向がみられる。子のう胞子の落下し

なかったー1-00 C から 90 C のあし、だ，および 400 C の区は4811寺 11\]のちにも孫下がみとめられなかったが，

切片をつくって顕微日で検査すると，し寸ごれも成熟した子のう胞 J'をもっており，低温区では組織も Fの

う訟も光分水分をl吸収して湿っていたのに反して. 400 C 区の樹皮片は組織，子のう殺とも乾燥していたコ

Table 2. G叫i gllardia の発芽と温度との関係

Relation between temperature and germination of ascospores of the GlligJlardiα 

T落ot 下胞子数 発lun芽lbe胞子数 ヲEGe2r字m率iI1 (76) 最長発:::r管11長 (1μh) ご{IEHTL 度 (OC) Number of g巴r-
Temperature al numb巴r of minating asco・

ation 乱1aximum leng 
fallen ascospores spores P巴rcentage of germ-tube 

-1-0 。

uて・、f 、 4 。

9 。

13 27 27 100 90 

20 94 94 100 190 

25 111 111 100 ラ60

28 103 103 100 600 

30 129 129 100 480 

T、♂T、' 35 107 107 100 25 

40 。

-1-0 。

4 。

9 。

15 52 52 100 130 

20 173 173 100 450 

25 97 97 100 790 

28 216 216 100 840 

30 151 151 100 690 

-く 35 184 184 100 40 

40 。



スギのE音色校村;11丙に!共lする研究(小林) 23 

子のう殻が充分の水分をえてのち，子のう胞子を空気中に放出することは，各f'長の干のう 11\îにおいてひ

ろく認められているところであるが， Guignardiα 属的ではブドウの黒ぐされ病菌 G.bidwelli (ELL.) 

VrALA et REV. が 20-300 C のあいだで子のう胞子を放出することが知られており.1)10) 本TJ\îもまた

上:このベた実験結以ーと制祭からみて，子のう!泡了ーがが(1 \jされるには充分の水分とともに 13-15Q C から

35'C のあいだの渦[立が必要のように思われるの

(b) Macroρhoma (柄胞子)の発芽と i鼠度との関係

実験、は熊本県五木村で採集 (15/X'54) した材料，およびジャガイモ寒天培養主主とにつくられた柄子役

をもちいて 2 回lおこなった。樹皮上につくられた柄子殺の切片，あるいは培養基上の附 r設から，それぞ

れ柄胞子の浮泌液をつくり，ペトリ皿の 2%素寒天上に白金立をもって塗りつけ 25ηCIこ一定時間おいた

のち，柄胞子の 5ê:::J'半をしらべた。その結果を Table 3 にしめす。

表からみられるように， キì'i胞子の発芽はこの実験11寺 I i\ J内ではど C から 35 0 C のあいだでおこなわれ，

15-300 Cではほとんど 100%にちかい発芽率をしめしたが，発芳管のや11びるはやさからみて，その遊説は

子のう胞子とおなじく 25-280 C にあるようである ο

Table 3. Macroρ110mα の発;!，j'と温度との関係

Relation between temperature and germination of conidia of the Mαcroρhoma 

1昆 度 (OC) T総ot 胞子数 IJ発um芽b 胞子数 発G 芽率 (9ó) 伎反発ZJffi1l長en(gμt)h 
al number of 1 Number of ger- ermination Maximum Temperature conidia counted 1 minating conidia percentage of germ-tube 

73 。 。

てLspT、
4 59 。 。

3司ー
10 95 15 16 25 

主7丁宍m義」身山E t包ョ
15 101 100 99 l ヲO

20 93 93 100 440 

25 98 97 99 950 

28 87 87 100 1, 090 

30 112 111 99 680 
1円く 35 94 64 68 25 

40 119 。 。

109 。 。

uぱ、¥ 4 131 3 2 6 

bH -2H 9N ω 5 

9 121 12 10 15 

15 140 138 99 200 

20 138 135 98 490 

Cムb、掛dz  』U 門
25 132 131 99 1, 160 

28 100 99 99 1, 400 

30 136 133 98 830 
.゙K 35 154 110 71 60 

40 134 。 。

病 原 性
1. 接種試験

いままで Guignardia cryþtomeriae については形態の記載のみで病原性をたしかめた報告はないが，
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MaCl.o�homa Sugi については接種試験をおこなった報告1"i)がある。それによると M. Sugiは無傷健全

街のごくわかい新芽をおかずが，それ以外の幹枝葉をおかす力はもたない。しかし今回造林地に発生した

標本をみると，むしろ緑色の幹，校からおかされてし、る場合がおおい。そこで，これらの関係をたしかめ，

るためにし、くつかの接栂試験をおこなった。

実験-1 (1954年 8 月 25 日)

Guignardia cryρtomeriae(沼崎県白ー岳村，スギ 3 年生， 9/ Vlll'54 分自主)および Macroρhoma Sugi (材

料は Guignardia におなじ)をもちい， 4年生のスギに技種した。 接種方法は，ジャガイモ寒天培養基に

移植してから 1 週間のあたらしい菌そう片を，幹の緑色部に無傷のまま，あるいは殺菌メスで約 5mm の。

切傷をつけて接種した。接種部は殺菌蒸溜水で湿した脱脂綿でおおい，パラフィン紙を巻し、て紐でとめ，

1 日 1 回蒸溜水で湿らせた。対照区は寒天片を接種するほかはおなじ処置をおこなった(1区接種 5 ，対

照 2 )。脱脂綿などは 1 週間後にのぞいた。実験結果は Table 4 にしめすとおりである。

Table 4. 接種試験-1 および 2 の結果

Result of inoculation experiment-1 and 2 on Cl.yρtomer-ia ja�onica 

菌 株 j室、 市長 区 分 結 果 Result 

Fungus Treatment X接De種n試験 l || X接pe種rn試ne験n 2 Experiment-I I Experiment-I 

緑色幹，無傷J妾種
Green shoot, non-treatment 

G 緑Gr色ee幹n，切傷接種
shoot, wound incision 十 + 

褐Br色o可幹，切傷接楠
wn shoot, wound incision 

緑色幹，無傷接持
Green shoot, non.treatment 

M 緑色幹，切傷按科
十 十Green shoot, wound incision 

褐Br色o可幹，切傷接手E
wn shoot , wound incision 

緑色$"~，無信号接持
Green shoot , non-treatment 

Check 緑色幹， t)J傷波陀
Green shoot, wound incision 

車51作，切傷捌[
wn shoot , wound incision 

Table 4 からみられるように Guigl1ar di a および Ma口.oþhoma [，可 ïJ\íとも，無傷区からは対照区とおな

じく発病しなかったが，切傷をつけた幹はすべて発病し，その後の病状の推移もおなじであった。すなわ

ち， 7 日後には接干軍部のまわりが灰褐色となりやや陥没し幹をひとまきするか，ほとんど巻いており， 12. 

日後には切傷段種区はすべて病理が幹を巻き，はやいものは梢端から萎凋しはじめ，接種部のまわりの病

斑上には子災体(まだ熟さない)がつくられる。 24日後になると，接種ii~から上部は全体が赤褐色となっ

て枯れ， J衿，校架上にきわめておおくの黒色の子実体 (Macroþhoma Sugi の柄子殻)を生ずる。また，

病斑は接種部から下方にも進み途中の校を枯らす。忠剖[5に生じた Macroβhoma から再分離したものは供

試菌株とおなじものと認、められた。発病した樹は翌春まで観察を続けたが，子のう殻の形成はついにみら

れなかった。
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実験-2 (1954年 9 月 6 日)

8 年生のスギをもちいたことと，接種区分に褐色幹の切傷区を加えたほかは実験 1 とおなじである。結

果は Table 4 のとおり。

Table 4 からみられるように， 両菌とも緑色幹の切傷区が発病したが， 緑色幹無傷区および褐色幹切

傷区からは発病しなかった。発病後の経過は実験 1 でのべたのとおなじで，約 1 カ月ののちには枯れた幹，

校葉上にし、ずれも Macroρhoma の柄子穀を形成するが，子のう穀はついに形成されなかった。なお，翌

春の 4 月においてまだおおくの成熟した柄子殻がみとめられた。

実験-3 (1955年 5 月 16 日)

9 年生のスギにたいし，接種区分を緑色幹の切傷区および褐色幹の焼傷区(赤熱した 3 角万によってつけ

た)として接種をおこなった。供試菌および接種方法は実験 1 のとおりとした。結果を Table 5 にしめすc.

両菌とも緑色幹の切傷からは容易に侵入して実験 1 でみられたのとおなじような経過をたどって枯死に

いたった。褐色幹焼傷区においても菌は侵入し，病斑は上下に進んだが，幹を巻くまでにはいたらず， 70 

日後ごろから病斑の側面からカノレスを形成しはじめ， 100 日後には病斑部の樹皮が剥離してカノレスは閉ち

なおってしまった。やはり Macroþhoma の柄子殻が形成されたが，子のう殻は形成されなかった。

実験 4 (1955年 9 月 5 日)

4 年生ヒノキの当年生および前年生の褐色幹にたし、し切傷接種をおこなったが，いずれもまったく発病、

しなかった。

実験-5 (1956年 5 月 4 日)

3 年生カラマツの前年生幹にたいして

切傷接種をおこなった。イ共試菌，接種方

法は実験 1 におなじ。

両菌とも接種郎から発病し， 2 週間後

には病斑が幹を一周し， 20日後には芽が

萎凋し，やがて赤褐色となって枯れた。

枯死後，幹上に柄子殻 (Macro.ρhoma) を

形成し，再分離したものは供試菌とおな

じであるとみとめられた。

実験 6 (1956年 7 月 19 日)

10年生スギの褐色校および 5 年生ヒノ

キの褐色幹に焼傷接種をおこなった。供

試菌，接種方法は実験 1 におなじ。結果

を Table 6 にしめす。

Table 5. 接種試験 3 の結果

Result of inoculation experiment-3 on 

菌株 1
Fungus I 

G 

M 

Check 

CrYlうfomel'ia ja�onica 

接種区分
Treatment 

緑Gr色ee幹n ， h切o傷ot接種shoot, wound incision 

褐Br色ow幹n， s焼ho傷ot接，b種umed incision 

緑Gr色ee幹~Jsh切o傷ot接，W種ound incision 

褐Br色ow幹n， s焼ho傷ot接，b種urned incision 

緑色幹'sh切o傷ot接種
Green shoot, wound incision 

褐Br色ow幹E， j焼傷接b稜u 
n shoot, burned incision 

l 結果H.esult: 

十

十

十

+ 

Table 6 にみられるように両菌ともスギ，ヒノキの褐色幹の焼傷部から発病した。病斑が幹を一周する

のにスギ，ヒノキとも約25日を要し，ヒノキでは約40日後に，スギでは約50日後に赤褐変して枯れた。

実験 7 (1956年 7 月)

以上のスギ，ヒノキなどにたいする接種試験のほかに，本病菌に形態の似ている Guignardia あるい

は Maclゆhoma 菌が寄生することの知られている数種の広葉樹(クノレしレシギョク，ウノレジ類，ス
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ズカケ，ドロノキ，ノ、ンテシポク)とイチ t ウのわかし、校にたいして，旬]似l'長附をおこなったが，し、ずれも

まったく発病しなかった。

附株
Fungus 

G 

M 

Check 

Table 6. 接陥汎験-6 の結民

!{esult of inoculation experiment-6 on Cry戸tomeria jaβonica 
and CIzαmaecyρωi s obtllsa 

J五

ス ギ

陸 ~I'i
Plant 

Cryρtomeriαjαρoni cα 

ヒ ノ キ
ChamαeCYlうaris obtusα 

ス ギ
Cryρtome1"Ì a jαbOJlica 

ヒ ノ キ
Chamαecy争aris odtusα 

ス ギ
Cγyptmneriαjα争onicα

ヒ ノ キ
Chm叩αeCYlうaris ohtusa 

物 接純区分
Treatment 

褐Br色ow幹n， shhfLo傷ot機，b関urned incision 

N 

褐Br色o、幹，焼f易保H(
wn shoot, burned incision 

〆/

褐Br色ow幹n， s焼ho{Zot1，1HbRurned incision 

N 

1. 接種試験結果の要約

以!こ 7[司にわたる各柿の接待試験結~~を要約すればつまのとおりである。

|結果Result 

十

十

-;-

+ 

( 1 ) 接植にもちし、た Guigllω.dia cryρt01nJriae および Macroplzoma Sugi は，たがし、におなじよ

うな病原tl:と病状の経過をしめしたう

(2 ) スギ，ヒノキ，カラマツにたし、して病原↑生をしめしたっ

(3) スギにおいては無傷健全な幹，校カ h らは発病せず，緑色幹では切傷から，褐色幹では焼i易から発

病した。ヒノキでは焼iおからでないと発病せず，カラマヅの幼茎には，切1Mからかんたんに侵入するつ

(4 ) 発病した忠郊には子のう妓は形成されなかったが，それぞれ Mαcroplzoma の柄子設を生じ，ぐ

の形態には差がみられず，再分離した培養は供試菌株とおなじものとみとめられた。

(5) 9 月に接税して発病枯死したものでは，翌春 4JJ にも成熟柄子殺をもってし、た。

Guignardia crypfomeriae SAW ADA と lJJacrophomα Sugi HARA との同根関係

まえがきでものべたように，今回九州各地の造林地からえられたスギ，ヒノキの胴，校枯れ症状の標本

には，つねに Guignardia 菌と MacroPhomα 菌が混生しており， このj，t，j凶が同1張関係にあることが予

想された。そしてこれらの菌の形態は，それぞれいままでの記載にある Guignardia cryρtomeriae SAｭ

WADA および Macroρhoma Sugi HARA によく一致し，それぞれ同一菌と同定されたコ

これらの Guignardia および MacroPhomα 両菌から単胞子分離をおこなった培養をもちいての 2 ，

3 の比較培養実験では，この両菌につねにまったくおなじ性質をしめし，またスギ，ヒノキ，カラマヅに

7こいする病原性および病徴も 2 菌はまったくおなじであった。したがって，筆者はこの 2 薗は同一菌であ

るとみとめ，いままでスギのいわゆる赤枯病菌のひとつとして知られていた MacroρhonZ2 Sugi HARA 

はスギの暗色校枯病菌 Guignardia crYlうtomeriae SA W ADA の不完全時代であり，その異名となるもの

であると結論する。
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本病の 2， 3 発生誘因について

まえにものべたように，いままでの報告によれば， MacroPhomα Sugi は 1-2 イド生の無傷健全なス

ギ苗木のわかい新芽しか侵さないとされ，今回造林地におこったような症状は記録されていない 草背が

おこなった数円にわたる後穐試験でも，本病菌:主スギ，ヒノキの無傷健全な幹からはまったく病気を起さ

なかった。しかし，緑色の幹では切傷えあたえれば菌は容易に侵入して，自然発病の場合とおなじ症状を

おこし tc. o また，褐色幹では単なる切傷からは侵入しなかったが，焼き傷をあたえて，ある程度の枯死組

織をつくってやれば，おなじように菌を侵入させることができたっこのことは，本病の先生には何らかの

原因によって幹，校に傷ができF ていなければならないことを示唆する。したがって，ぐの発生が集団的な

ものであるならば，その発生団地には樹幹に{夏をあたえるなんらかの誘因のあることが考えられる。来者

は直抜本病の発生地を観察する機会をもたなかったが，各発生地からの環境報告，伊藤， iill1-;J:I ， lð技官の観

察報告，および初J~jjrlH設をしめずおおくの標本の調査などカ a ら，本病の発生誘因と考えられるもののうち

風あるし .l"l.乾燥と発病との関係につし、て実験をおこなった。

a. 風による傷

一般に本病が発生した幼令iE材、地は地l司、肥沃でスギ生育の適地であり，そのうちのー況はあきらかに風

街地としてみとめられているところであるつしたがって高iE高湿の環境下ーに肥沃な土壌で軟らかく育った

幼令樹が，強い常風あるし、は険風などによって幹，校に傷をうけ，これが侵入口となって発生することが

%えられるので風洞をもちいて次のような実験をおこなった。

実験ー1 : まず予備的な実験としてスギ 3 年生苗木を 10m/sec または 20m/sec の風にそれぞれ10分

fi\ 1ずつあて，これに本病菌を接種した。比較対照区はおなじように風にあてたものに殺苦i烹沼*.を口氏湯し

た。この実験では， J.品が均ーの流れとなって苗木にあたったので，苗木をだしし、れする\1与に校集がゆすら

れたほかは， }:叫におされて苗木が風下に曲ヴられ，校の先が小さく激しく波うつのみで， 1守然におし、て風

をうける\1与にみられるような，苗木全体がゆすぶられる状態は生じなかった。接種後ひきつづいての観察

において，肉iln的な風傷はみられなかったが，本病菌を接種した苗木は 10m ， 20m 1玄とも 'J、校の中途か

ら枯れしはじめ，やがてその上部が枯死するにいたった。対照の無接純一苗木におし、てはその後もまったく異

常がみとめられなヵ、った。

実験-2: 災自主 1 においては肉眼的な傷ができなカ‘ったため， 苗が， 風をあてたために弱ったので侵

入したのか， 1'=1 にみえなし、傷が風によってでき，そこから侵入したのカ ιわからなかったコまた丘jーの JÆ1.の

訪日れでは自然に近し、状態をつくれなかったので，さらにつぎのような実験をおこない，風:こあてたあとス

ムプ法による樹皮表面の顕微的な観察もおこなうことにした。 風の力は 5m/sec から 25mlsec まで

5m/sec ずつ5段階にわけ，また風洞の一部に板をおいて風の流れをみだし，苗木が前後にゆれ，校と枝が

ぶつかりあうようにした。風洞内の苗木および板の位置，この場合における各段階の風速ごとの苗木にあ

たる風の力をそれぞれ Fig. 6, Fig. 7 にしめす。

この実験においては，実験 1 とことなり，各風速区において肉眼的にみられる傷を生じたっそしてその

傷は，はじめに予恕していた擦過傷とはちがって， Fig. 8 にしめしたように針葉の尖端がぶつかつて孔

をあけた刺孔傷であった。

この傷は，はじめ孔のまわりが淡褐色になるが，やがて褐色なし、し赤褐色となり，変色した組織はもり上
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Fig. 6 風洞内における苗木および板の位置
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がり，ちょうどタマノミエの類の脱出孔

に似た状態となる。

5 10 15 20 25 尽イ
←一一一 風速 i昌ec またとの孔傷は古木全体に平均して

Fig. 7 苗木にあたる風の強さ 分布することなく何カ所かにかたまっ

Wind forc巴 hit upon the stock 
て生ずるので(枚のぶつかるところが

だいたいままっていたのであろう) , 各風速ごとの傷の皮合を数値的にくらべることはできなかったが，

5mjsec区 ， 10mjsec 区では， {おは校先の軟らかい部分にかきr られ，傷のできる数もすくないようであった。

15mjsec区以上では，傷は校の基音[5のほうまででき，特に 20mjsec 区 ， 25mjsec 区では幹の部分にも刺孔

傷を生じ，傷の数もおおく，新梢では針葉上の刺孔傷が融合し， 1:来い潜がで、きてっし、に萎縮して枯れる。

さらにスムプ法によって観察をおこなったところ，大きい刺孔傷のほかに浅しリ]、さい傷がついてし、るのが

みられたが，この傷も刺孔傷のみられる部分あるいはそのちかくにみられ，刺孔傷のない部分にはほとん

どみられないので，やはり風をあてた11寺に針葉がふれてでまたものと考えられる。

接種した結果においても，上にのべた観察とだいたい一致し ， 5mjsec 区 ， 10mjsec 区では発病が校先に

かぎられ， 15刑jsec 区では校全体が， 20mjsec および 25mjsec 区は幹からも発病して枯れた。比較対照

区では 20mjsec 区および 25mjsec 区で傷をうけた新梢が枯れたほかは，傷のffll分が上にのべたようなか

わりかたをしたほか異常なかった。

以上 2 回の実験から，本病菌は風による傷の部分から容易に侵入することがわかったが， 10mjsec 区以

下では幹には傷ができず，発病が枝先にかぎられたに反し ， 20mjsec, 25mjsec 区では幹にも傷をうけ，造

林地においてみられるのとおなじような発病状態をしめした。また，風によって生じた傷が，ほとんど，
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C 

B: 技 (Twig) C: 拡大図 (Magnified wounds) D: 幹 (Shoot)

~Wounds caused by the wind) 

'よ十薬がつきささったためにできた刺孔傷のみであったことは，従来しばしば病害鑑定にこの傷に似た状態

のものがおくられてきており(不明として回答)，昆虫研究室の「タマパエの類の被害とも考えられるが，

幼虫，成虫ともこれと結びつけられるものをみていない」との言と考えあわせて，いずれも風傷によるも

のではなかったかと考えられる。したがって，造林地においても，強い風によって禄色幹にこのような傷

を生じ，これが侵入口となるものと考えられ，風が本病の発生誘因のひとつとして重要な因子となってい

ることが考えられる。

b. 樹幹の亀裂

つぎに筆者がおおくの燃本を調査して注意、を惹かれたことは，いずれも樹幹におおくの亀裂があること

ーであった。これは健全部にもみとめられ，ふつうスギの幼令樹幹の樹皮がつぎつぎに剥落する際にみられ

るものとはことなるもののようであった。叡肥スギの特異なd性質かとも考えたが，当d易育種研究室にある

数系統の飲肥スギにはこのような亀裂はみられず，また宮崎分場育種研究室からの回答も「飲肥スギの一

般的特徴ではないようだ」とのことであった。あるいは JONES6J がイトスギで推論しているように， 夏

季の高温多湿時の急速な成長によって生じたものとも考えられるが，いずれにしろ褐色幹の亀裂はともか

く，緑色幹に生ずる亀裂もまた本病菌の侵入口となるものと芳えられ，あきらかにこのような亀裂からは

℃まったと思われる病斑をいくつか観察している。

c. 乾燥による衰弱

発生地からの報告のなかには早害(乾燥害) ~こむすびつけてきたものがあったが，早害や凍霜害などに

よって枯れた樹に胴，校枯れ性の病菌がついてし、ることは一般によくみられる現象であるてしかし，乾燥，

栄養障害，凍霜害などによって生理的に衰弱をきたした樹に胴，校枯れ性の病菌が無傷健全部から侵入し
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うるかどうかにつし、ては，いままで肯定的な推論がおおしの1実験的な恨拠にとぼしいようである。筆者は

本病菌が，樹が枯れてからはいるのか，それ以前に侵入して枯死にいたらしめるものかを知るため，つぎ

のような実験と観察をおこなった。

まず 3 年生の山出用[i'î木 150 本を50本ずつ a ， b , c の 3[玄に分けて 3 月 2311 に鉢怖えにし， a 区は技

種m ， b 区は比較対照m ， c 区は生体重量および土壌含水量測定用とした。 a ， b , C 各区の苗木をさら

にそれぞれ 5 本ずつ10組に分け，雨のあたらない部屋におき， 7Kは供給しないで同然に乾燥するにまかせ

たの a 区および b 区は鉢fti'lえの日から 3 ， 4 日ごとに，それぞれひと組ずつにたし、して本病的の接随 (b

区は対照)をおこない，接種したのちは充分に水をあたえるよう Lしたっ C 区は鉢植えの際に10組に分け

た苗木50本それぞれについて生体重量を測定し，鉢ftl'[後は a ， b 区の供試 I1 にひと組ずつ鉢からだして生

体長置を測定し，鉢楠えの日からの生体重量の減少率をみた。なお c 区においては，測定後，鉢の土岐を

15-20 gずっとって絶乾にし，土壌含水量の測定をおこなってその減少経過をみた。

これらの実験結果を Table7 および Fig.9 にしめしたが，生体重量減少ヰ4は鉢1\11えの日の重量を 100

としてあらわしたものである。し、ずれも 5 本(土壌は 5 鉢)の平均値である。なお，実験期間中のi目\[1工お

よび湿度を Fig. 10 にしめし k_c

)J EI 

Day 
tested 

23/ III 

28/ ][[ 

2/JY 
6/N 

9/IV 

11 jIV-

14jIY 
17/ N 

20/N 

23/ IV 
26/N 

Table 7. スギの乾燥による衰弱と暗色校ji~j丙の発病との関係

Relation between the weal母国d condition from th;dryi珂 and infection 

of the shoot bJight fungus 

a (佐穂) [メ: b (対照)区
c [:{ 

経過日数 Inoculation plot Check plot 証民主勺 j 喰含柑巴r-Day p 乱iJoisture con・
No・ No・ cent,,;ge o~ !':e I t~~t"~f~the ~;~ù passed 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 stock weight 

9� % 
。 100 47.5 

5 _1)ー
一一十一一 97.8 38.8 

10 一一一一一 一一一一一 95.1 35.9 

14 一一一一一 一一一一一 86.2 30.6 

17 一一一一一 一一一一一一 89.1 30.1 

19 ←一一ーー 86.6 30.5 

22 一一一一 一一一一 83.0 32.5 

25 十山+ + ー + 一十一一一 71. 0 27.0 

28 十+十+ + 一一一一一 69.7 24.6 

31 十+ + + + 土3) _ + + 66.2 24.3 

34 + +十 + + + + + + + 52.0 24.8 

1 ) ー:感染あるいは異常のなかったもの 2) +:感染によりあるいは乾燥により枯れたもの

3) 土:梢端あるいは針葉の一部が枯れるが，幹，校，根は恢復したもの。

Table 7 からみられるように， a 区においては22日後 (4 月 14日)までのものは，本病菌を接種しても

発病しなかったが， 25日後 (4 月 17日)に接種したものから発病をみはじめ，発病したものはいずれも枯

死にいたった。これにたいし b 区(比較対照区)の苗木では31 日後 (4 月 23日)までのものは， 7Kをあた

えることによっ℃生きのこり枯れることはなかったが， 34日後 (4 月 26日)にいたって，っし、に水をあた

えても元に戻らず枯死した。しかし31 日後の 5 本のうち 3 本は， 7Kをあたえることにより根および幹枝は

生きのこり恢復したが，梢端部および針葉はもとに良らず先端からしだいに赤褐変して枯れた。このため
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やがて幹からおおくの不定芽をだすにいたる。このように本病菌を接種した区と，接種しない対照区との

!日jには 7 -10日の差があるので，本病的はスギが乾燥によって亥弱した場合には， jおをあたえられなくと

も侵入発病させうるものと考えられる。 これを生体水分と土壌合氷量の減少経過からみると，スギが乾燥

による衰弱から恢復不能になった時には生体重量の48;;'6，約半分の水分をうしなっており，土壊含水量は

24-25 ~ぢになってし、た。坂口および里子原12) の実験によればスギは乾燥に鋭敏な樹極とされ，その 1 回床

替苗はと主体重量の 1/3 をうしなえば枯れるという。筆者のもちいた 3 年生のスギはこれにくらべると乾燥

にたえる力が強いようである。また土壌水分につし、てみると，土壌中の水分ことごとくが地物iこ利HJ され

る形であるのでなく，実際に植物にとって問庖となるのは， 土壌中の有効水分量の11在 (PF 仰であらわさ

れる)であり， PF 4 において植物はまったく水分を吸収できなくなる(萎凋点) 0 PF 4 における土壌合

水量(C;):，土壌の偶数iによってことなるが，第醤のもちいた当場了直畑の土壌(いわゆる関東ローム)同に属す

る黒色大山灰白土壌)の合水置と有効水分量の関係については，当場土壌調査部真下校宮によって調査が

おこなわれており， [i iJ:t交官の実験(未発表)によれば，この土壌 PF 4 は土壌合水量でみると 23%にな

っており，筆者のえた笑験結果もほぼこれと)致した。また，本病閣がスギに侵入をはじめた 4 月 17 日に

おし、てこれをみると，生体重量は 29%，約 1/3 をうしなっており， 土壌含水量は 27% に低下し，接種

したスギ全部が発病した 4 月 20日においては生体重量の31%をうしない，土壌含水量は 24.5%となってい

る。したがってこの実験結果からみると， 3 年生のスギは土壌含水量が30%以下に減少し生体重量の 1/3

をうしなうと本病菌の侵入をうけ枯死にいたるが，単なる乾燥のみで'あれば土壌合水量が24-25%に減少

し生体重量の 1/2 をうしなうまでは枯れず，その間に水をあたえられれば恢復するものといえようつもち

ろん，土壌合水量と PF の関係およびその減少経過は土壌によってことなり，それにしたがって生体重量

の減少経過もことなるであろうし，さらに樹令によってもことなるものと考えられるが，本病菌はスギが

乾燥によって枯死にいたる以前に，ある程度の生体水分の蒸散によって生理的衰弱をみた場合には，傷が

なくとも侵入しうるものと考えられる。
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Fig 11. スムプ法によって制察した接種苗木の表面

Surface of the inoculated stocks observed by sump's method 

a: 発病しなかった苗木 (From the healthy remained stock) b: 発病した苗木 (From the 

stock dis巴ase started) h: lnoculum から発芽した菌総 (Germinated hypha from the 

inoculum hyphae) 

なお，毎回接種後 5 日自にスムプをもちいて組織表面の矧察をおこなったが，いずれの時も本病菌は表

包皮組織の表面においてあたらしく菌総を伸ばし，その先端が気孔のなかにはいっているように観察された

(Fig. 11) 。これからみると，本病閣の発芽した菌総;士気孔までは入るが，樹が健全な|時はそこで侵入を阻

止され，樹が衰弱した場合にはさらに内部組織まで侵入して発病するのではないかと芳えられる。しかし，

これについての解剖学的な観察はおこなわなかったので，この推論をたしかめることはできなかったっ

d. 地理的因子について

本病の発生が南九州地方におおいのは，同地方が暴風間内にはいる瀕度が高いことも考えられるが，冬期

間の温度環境が関係するのではないかと考えられた。 この地方においては，最高気温が100 C ，平均気温が

官。 C 前後であるのは 1 月のあいだだけで， 12月および 2 月には最高気沼は150 C 前後，平均気温が 8-100 C

である日がおおく， 3 月にはいると最高気温は 200 C に近くなり平均気温も 100 C をこえる。温度実験に

よれば，本病菌は 8~90C 5 日間で 10mm の発育をおこなっている。もちろん， スギの樹皮下の温度l土

外気温とはことなるであろうし，変混下では菌の発育度もことなるであろうが，上記の温度からみるとス

ギの成長休止期において 1 月の低温}引をのぞけば， 12月までおよび 2 月以降には本病菌はその活動を停

止することなく病斑の拡大をつづけうるものと考えられる。まえにものべたように，本病は 3 月から認

，められ，このころは最高気温がようやく胞子の飛散しうる温度に達したころであり，侵入したとしても枯

:れるまでには接種試験や調査の結果からも 1 カ月ほどかかるのであるから，春の発生は前年秋に侵入した

ものが，上述のように冬のあいだに病斑がすすんで春温度の上昇とともに枯死にし、たるのであろうっ他の

地方においては冬期間中菌の活動も停止するので，発生もおそくなり，外界環境の恵化がなければそれほ

ど拡散しないのではなかろうか。 1955年 4 月 29日の愛知，静岡県下の降霜i也に本病菌が大発生したほかは，

:本病の発生は散在する程度で集団的にはみられてし、ない。
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要 約

( 1 ) 九州地}jのスギ幼fTi告林地に発生している刷，校砧性病害;主おもにスギの附色校，j)'îhi.i l有 Guignar­

dia crYlうtomJ1"i ae SA W ADA によるものであり， さらに従来いわゆるスギの赤村病閣のひとつとして知

られていた MaCl ゆhoma Sugi HARA 1追い工本病 IÆiの不完全時代であることをあきらかにした。

(2) 本病If，iはジャガイモ寒天，斎藤氏醤ilfl寒天，支え三汁寒天培主主基上で良好な発育をする r 最適発育

温度は 250 C であり， 40 C および 400 Cでは発育しなかったっ 一般に水素イオン濃度には影響をうけな

いが， pH 4.0 の強酸 ['1: ~々f安息ではやや発育がおさえられる A

( 3 ) 本lrÀÌ l刊の子のう胞子は 13-15 0 C から 350 C のあいだで放出され，放出された胞 fはすべて発~，

能力をもっ。発!h盛j鼠は 25-28 0 C 0 90 C 以下および 40リ C では放出はおこなわれないの制胞子の発芽

{'i 4-350C のあいだでおこなわれ，発芽適温l土子のう胞 f とおなじく 25-280 C である。 I O Cおよび

400 Cでは発.W しない。

(4) 接樽:試験の結果ではスギのほかヒノキおよびカラマツに病原性をもっ。しかし，いずれも無傷健

全部からは侵入する }Jをもたない。スギおよびカラマツでは縁色の，あるいはおい幹部に傷があれば容易

に侵入するが，褐色幹あるいはヒノキではある程度の枯死組織がなければ侵入しえず，単なる切傷からは

侵入しない内

(5) 風による!払とくに 15mlsec. 以上の風によって生じた校あるいは樹幹の傷(針柴による刺孔

傷)が本病発生の長県なl刈子のひとつと考えられるの不|引の原因によって生じてし、る樹幹の危裂もまた侵

入口となっている。

(6) 乾燥による衰弱もまた本病菌の侵入を誘い， 3 年生のスギにおいては生体重量の 1/3 (黒色火山

灰質土壌においては土壌合水量 27 %以下に減少する)をうしなえは，無傷の樹でも本病[:Nの侵入をうけ

るにいたる。

(7) 南九州においては，本病菌:工冬期]のスギ成長休止期中にも 1 月をのぞいて活動をつづけ病斑は

進行しうる。このことが市九州地方が面台風の事国米をうける瀕度の高いこととあいまって， [十J九州地方に本

病の発生の多いひとつのl礼子ーと悲像される。
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図 版 説 明

Plate 1 

A: Guignαrdia cry�tomeriae SAWADA の子のう伐と附子戒を混生するスギ緑色被害幹 x 1 (Bl刕hted 

green shoot of Japanese cedar, Cγyρtomeria jaβonica D. DON , producing perithecia and 

pycnidia of Guignardi a cryρtomeri ae SA W ADA. ) 

B: 同褐色被害幹 X 1 

C ， D: スギからの G.cryρtomeriae の子のう殻 x 150 

Plate 2 

A: spermatia を生じてるい若い柄子殻x150

B: スギに形成された Spermogoniumx 150 

C: ヒノキに形成された G. cryþtomeriae の刺子紋 (=Macroρhoma Sugi HARA) x 150 

D and E: スギからの G. cryβtom3riae の柄子殻 (=M!lêroþhom1 Sugi HARA) X 150 
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Studies on the Shoot Bright Disease of Japanese Cedョ r，

Gryρtome， ia japoniωD. DON , caused by Gr.ignardia cry�t(Jmeriae SAWADA. 

Takao KOBAYASHI 

(Résum邑)

ln 195J, the writ紅白ceived several communications about the occurrence of serious 

damage in young plantations of ]apanes巴 cedar ， CrYJうtomeria japollica D. 1l0N , from Ky賰

shù , cal1sed by the shoot blight f l1ngus , Glli gllardi a cryρtomeri ae SA W ADA , and many 

materials were received from several localities. Since that time , the writ巴r has stl1died 

the life-cycl巴， physiology and pathogenicity of this fung l1s , and also carried Ollt ecological 

studies of the c1isease concerning its predisposing environmental factors. 

The disease occurs on 号reen and brown shoots or stems from spring to autumn. At 

first , redc1ish brown , irreglllar lesions appear on the shoot and they c1evelop to 宮irdle the 

shoot or stem. Then , the c1 is巴ased shoot or stem becomes witherecl. Affected yOllng 

trees are killecl within a month after inf己ctions. Small black pust111es commonly appear 

on the lesions as soon as th巴 shoots are bli�':hted (Platel: A and B). 

In th巴 cOllrse of examining these materials , the writer observed that Macroρhoma 

Sugi・ HARA ， which is known as one of the causal organisms of the so-called neeclle blight 

of Cryρtomeria ， were also found together with Guigllardia on the same lesion of this 

shoot blight. Through th巴 comp旦rative morphological , physiological and pathogenical stuｭ

clies of both f l1ngi , the writ巴r came to the conclusion that Ma:ropl/01I2a SIIUi HARA was 

nothing but the pycnidial stage of Glligllardi a C1・YJりtomeriae SA W ADA. 

Th巴 fllngus develops well on potato-sucrose a雪ar ， SAITO's soy agar and malt agar 

(Plate 3: A). Its optimum temperature for growth is at 25cC. It grows from 8"C to 

:-l50 C , but cannot grow at 40"C or below 40C within a week (Table 1. Plate 3: B). 

On the agar regulated various pH value ranging from 4.0 to 7.0, the mycelial growth of 

the fllngus is not affected except at the highest H-ion (4.0) concentration. 

Ascospores of the fungus are discharged from 13-15"C to 350C and all of them can 

germinate at each temperature. The optimum temperature for their germination is 

from 25"C to 280C (Table 2). Pycnospores g巴rminate from 4 鮏 to 35"C but they cannot 

at 40�C or below 1 cC (Table 3). 

From the inoculation tests , it is proved that the ]apanese cypress , Chamaecyρaris 

obtusa and ]apanese larch, Larix kaemρferi ， are sl1sceptible to the fungus as well as 

]apanese cedar (Table 4-7). The fungus cannot penetrate from the sOl1nd surface of the 

green shoot but is able to gain entrance very easily through wounds. In the case of 

brown or old shoots , the invasion takes plac巴 only through dead tissl1e of some extent 

(Table 4-7). 

From th巴 ecological observations of the disease , a scratched wound caused by the wind 

might be thought of as one of the important predisposing factors to the disease. Hence, 

the writer tried some experiments utilizing a wind tunne ], keeping 3・year-old stocks 

under various forces of wind . . . .5m/sec., 10m/sec., 15m/sec., 20m/sec. and 25 m/sec. . 

ior 10 minutes (Fig. 4 and 5). ln th巴 wind tunnel , the stocks were rocked by wind as 
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shown in Figure 6 and 7. In each case , 5 stocks for inoculation and 2 for check were 

used. By these experim巴nts ， the writer obtained successful inoculation to the stock in 

every case. The degree of infection , however , varied in each cas巴 On the stocks 

kept under the force of winds at 5 and 10 m/sec., th巴 wounds were produced only on buds 

and growing tips of twigs , and eventualJy the infection took plac巴 on these parts. Und巴r

15 m/sec. , the wounds caused by wind were produced on whole twigs and the younger 

part of the main shoot , and the infection took place there. In the cases of 20 and 25 

m/sec. , as many wounds were formed even on the older part of the st巴m ， the infection 

tool王 place throughout. The wounds were obs巴rved macroscopicalJy as round holes with 

swollen bord巴rs ， and pale brown at first , soon becomin雪 dark to red brown. They might 

have resulted from the needle tips thrusting each other by wind rocking. They were 

very simiJar to the exit holes of galJ midge in app己arance (Fig. 6) . 

Many cracks on the bark formed by unknown causes were found , and the 1巴sions

which V'lere thought to b巴 started from such cracks were frequently observed in the field. 

Plate 1 

Laboratory of Forest Pathology 

Division of Forest Protection , 

Government Forest Experiment Station , 

Meguro , Tokyo, ]apan. 

Explanation of plates 

A: Blighted green shoot of ]apan巴se cedar, CryρIOllleri a jaρonica D. DON, producing 

perithecia and pycnidia of Gui gnardiα cryρlomeri ae SA W ADA X 1 

B: Blighted brown shoot of ]apanes巴 cedar producing p巴rithecia and pycnidia of G. 

cryρtomeriae x 1 

C and D: Perithecium of G. cryρlomeriae formed on ]apanese cedar x 150 

Plate 2 

A t Young pycnidium of G. cryρlomeriae having abundant spermatia formed on ]apa-

nese cedar x 150 

B: Spermogonium of G. cry plomeriαe x 150 

C: Pycnidium of G. cryρlomeriae (= MacroPhoma Sugi HARA) formed on ]apanes巴

cypress , Chcmaecyρaris oblusa SIEB. et Zucc.) x 150 

D and E: Pycnidium of G. cryρlomeriae (=M. sugi) formed on ]apanese cedar x 150 
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